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情報認知科学レジュメ
－表象・記憶の形成

第6回
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表象の生成性のキーワード

 Transient

永続的に，堅固な表象が存在しているのではない

 Partial

大きく，深い構造が安定的に存在するわけではない
（類推）

 On-line

再生時の状況のプレッシャーを込みにした「記憶」
(false memory)
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表象の生成性(1)

CHANGE BLINDNESS

知覚表象の儚さ
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見えるということの意味

1. 外界からの情報（刺激）が網膜に届く。
2. 光の強さに応じて視細胞が発火する。

3. 視神経を通じて，視覚野（後頭葉）に信号が送られ
る。

4. 視覚野の様々な部位の協力により，外界の像と等
価な像＝視覚表象が作られる。

5. 故に，「見える」。
 そこに物があるだけでは，見えるとは限らない。例えば，
視覚野の一部が障害を受ければ，色が認識できないとい
うことが起こりうる。

見えていたら，確信を持って「見える」と言えるのか？
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Change Blindnessの例

 フリッカーパラダイム

 ほとんど同じで，一部が異なる２つの写真が交互に切り替わる。どこが異なって
いるのか気付きにくい。

 理由①：見えている＝頭の中に「視覚表象」があると思うのは，思い込みなので
はないか。つまり，頭の中にはそこまでしっかりした「視覚表象」はできていない
のではないか。

 理由②：２枚の写真の間に灰色の背景が表示されることで，１度出来上がった
視覚表象が頭の中から消えてしまうのではないか。
 スローチェンジが分からない理由は②では説明できない。

 スローチェンジ
 画面の一部がゆっくり変化しているが，その変化には気づかない。

 スローチェンジの際の注視点を観察すると，ほぼ中心付近しか動いていない。
つまり背景が変化していても，変化に気づかない可能性がある。

 注意
 特定の作業に集中していると，明白な変化に気づかなくなる。
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Change Blindnessからわかること

 人は全てをスキャンするわけではない
 重要なポイント周辺のみスキャンする
 なぜ画面全体をスキャンしないのか
 新しい情報を得ることが容易だから
 外を見ればすぐにわかるから
 そのためのコストが極めて低いから
 首を少し動かせば，すぐに新たな情報を得られるということ

 問題点
 なぜスキャンした場所が重要とわかるのか
 すべてを覚えているような気になっているのはなぜか
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言語と表象の関係
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ある自閉症の視覚的記憶

 例：ナディア（６歳）
 重度の発達障害

 言葉を発することが出来ない

 社会的に無反応

 体の動きがぎこちない

 しかし３歳のときに突如絵に対する才能を示し始め，自然主義的
な写実性を持ち，かつ躍動感のある絵を描く。

 こうした特異的な才能の持ち主を，Savantという。

 ちなみに，ナディアが描いた絵と，クロマニオン人によるラスコーの壁
画には類似性がある。この背景には「言語」の存在があり，言語を発
達させると，場面を写実的に把握する力が衰えるのではないかと考
えられる（直観像）。
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言語と記憶①

 直観像
 見たものを写真のように保持することが出来る。

 小学校に上がる前くらいまでは比較的強く働くが，急激にその能力は
落ちる。

 言語が干渉しているのでは？

 言語により「カテゴリー」「物語作り」などの精緻化ストラテジーが
利用できる。

 しかし，言語を用いることにより
 言語化されない（されにくい）情報が抜け落ちる

 空間的な情報はその代表

 言語隠蔽効果(verbal overshadowing effect)

 一見した人の顔を言葉で表現させようとすると，逆に覚えられなくな
る。言語化せずに直観的に覚えようとしたほうが，逆に覚えられる。
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言語と記憶②―仮説

 非言語的，イメージ的な処理システムは，全体の布
置・構造を一挙に把握する。

 分析的システムは，言語により特徴を分断して，まさ
に分析的に理解する。

 重要な点：この２つは両立が難しい（反転図形のよう
に？）

 進化・発達に伴い，分析システムが優位になるにつ
れ，非言語的イメージシステムはその働きを弱める
のでは？
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